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【 請 求 項 １ 】
　 リ ニ ア イ オ ン ト ラ ッ プ を 備 え る 質 量 分 析 計 の 充 填 時 間 の 設 定 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） 　 前 記 質 量 分 析 計 を 通 過 モ ー ド で 動 作 さ せ る 工 程 、
　 （ ｂ ） 　 前 記 質 量 分 析 計 に イ オ ン を 供 給 す る 工 程 、
　 （ ｃ ） 　 イ オ ン 電 流 を 決 定 す る た め に 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 に わ た り 前 記 質 量 分
析 計 の 少 な く と も 一 部 を 通 過 す る イ オ ン を 検 出 す る 工 程 、
　 （ ｄ ） 　 前 記 イ オ ン ト ラ ッ プ に 対 し て 望 ま し い 最 大 電 荷 密 度 及 び 前 記 イ オ ン 電 流 か ら 、
前 記 イ オ ン ト ラ ッ プ に 対 す る 充 填 時 間 を 決 定 す る 工 程 、
　 （ ｅ ） 　 前 記 イ オ ン ト ラ ッ プ に イ オ ン を ト ラ ッ プ す る た め に 、 前 記 質 量 分 析 計 を ト ラ ッ
ピ ン グ モ ー ド で 動 作 さ せ 前 記 工 程 （ ｄ ） で 決 定 さ れ た 前 記 充 填 時 間 を か け て 前 記 イ オ ン
ト ラ ッ プ を 充 填 す る 工 程 、 及 び
　 （ ｆ ） 　 前 記 イ オ ン ト ラ ッ プ 内 に ト ラ ッ プ さ れ た イ オ ン か ら 分 析 ス ペ ク ト ル を 得 る 工 程
、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も １ つ の 多 重 極 子 ロ ッ ド セ ッ ト を 備 え る 質 量 分 析 計 に お い て 実 施

前 記 工 程 （ ａ ） に お い て 通 過 モ ー ド で 動 作 さ せ る
工 程 と 、 所 望 の 範 囲 の ｍ /ｚ 値 を 有 す る イ オ ン を 質 量 選 択 す る た め に 前 記 少 な く と も １ つ
の 多 重 極 子 に Ｒ Ｆ 及 び Ｄ Ｃ 電 圧 を 印 加 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ ， 第 ２ 及 び 第 ３ の 四 重 極 子 ロ ッ ド セ ッ ト を 備 前 記 第 ３ の ロ ッ ド セ ッ ト
が イ オ ン ト ラ ッ プ と し て 構 成 さ れ て い る ３ 連 四 重 極 子 型 質 量 分 析 計 で 実 行 さ れ る 場 合 に 、
前 記 方 法 が 、 前 記 工 程 （ ａ ） に 対 し て 、 前 記 四 重 極 子 ロ ッ ド セ ッ ト
の 内 の ２ つ を 通 過 モ ー ド で 動 作 さ せ る 工 程 及 び 前 記 Ｒ Ｆ 及 び Ｄ Ｃ 電 圧 を 前 記

重 極 子 ロ ッ ド セ ッ ト の 内 の 残 る １ つ に 印 加 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。

、

前 記 方 法 を す
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【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 四 重 極 子 ロ ッ ド セ ッ ト に 前 記 Ｒ Ｆ 及 び Ｄ Ｃ 電 圧 が 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ つ よ り 多 く の 四 重 極 子 ロ ッ ド セ ッ ト に Ｒ Ｆ 及 び Ｄ Ｃ 電 圧 が 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 所 望 の ｍ /ｚ 比 を も つ イ オ ン を 質 量 選 択 す る た め に 、 前 記 Ｒ Ｆ 及 び Ｄ Ｃ 電 圧 を 設 定 す る
工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ， ３ ま た は ４ に 記 載 の 方 法 。
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